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１３日　議会運営委員会
１４日　議会報編集委員会
　　　　新潟県議会視察来条　15名
２１日　議会報編集委員会
２２日　東京都北区議会視察来条　２名
２６日　議会報編集委員会
　　　　市民福祉常任委員協議会
２７日　北信越市議会議長会定期総会（長野県松本市）

１０日　東京都昭島市議会視察来条　10名
　　　　各派代表者会議
　　　　北信越市議会議長会表彰状伝達式
１１日　滋賀県守山市議会視察来条　９名
１２日　北海道西いぶり広域連合議会視察来条　18名
　　　　日本自治創造学会研究大会[新しい風]　～ 13日

（東京都）
１３日　愛知県知多市議会視察来条　８名
　　　　地方議員研究会セミナー [自由クラブ]（東京都）
１６日　総務文教常任委員協議会
１８日　オリンピック聖火台への｢火焔土器｣の採用に関す

る意見交換会（長岡市）
　　　　佐賀県唐津市議会視察来条　～ 19日　３名
２０日　栃木県小山市議会視察来条　７名
２３日　各派代表者会議
　　　　５市町議長意見交換会（長岡市）
２４日　兵庫県赤穂市議会視察来条　８名
２５日　茨城県守谷市議会・市合同視察来条　25名
３０日　各派代表者会議
　　　　新潟県特別豪雪地帯市町村議会協議会定期総会（田

上町）
３１日　全国市議会議長会定期総会（東京都）

　６日　各派代表者会議
　　　　議案概要説明会
　　　　河川改修・国道整備促進特別委員会
　　　　議会運営委員会
１０日　議会運営委員会
　　　　各派代表者会議
１３日　本会議[全国市議会議長会表彰状伝達式、議会運営

委員会委員・各常任委員会委員選任]
　　　　議会運営委員会
　　　　総務文教常任委員会
　　　　市民福祉常任委員会
　　　　経済建設常任委員会
　　　　議会報編集委員会
１４日　本会議[提案説明]
１６日　本会議[大綱質疑～委員会付託、一般質問]
１７日　本会議[一般質問]
２０日　本会議[一般質問]
　　　　議会運営委員会
２１日　本会議[一般質問]
２２日　市民福祉常任委員会
２３日　経済建設常任委員会
２４日　総務文教常任委員会
　　　　総務文教常任委員協議会
２７日　各派代表者会議
　　　　議会運営委員会
２８日　本会議[委員長報告～採決]

　これから夏本番、連日暑い日が続いています。お体には十分注意し、ご自愛ください。
　今回から新しい議会報編集委員会メンバーで編集作業を行っています。市議会の様
子が少しでも市民の皆さまにお届けできるよう取り組んでまいります。
　分かりやすい議会報を目指し、さらに精進してまいります。市民の皆さまからのご意
見、ご感想をお聞かせくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

９月定例会日程９月定例会日程

　５日(月)　本会議[特別委員会設置、提案説明]
　７日(水)　本会議[大綱質疑～委員会付託、一般質問]
　８日(木)　本会議[一般質問]
　９日(金)　本会議[一般質問]
１２日(月)　本会議[一般質問]
１３日(火)　市民福祉常任委員会
１４日(水)　経済建設常任委員会
１５日(木)　総務文教常任委員会
１６日(金)　決算審査特別委員会
２０日(火)　決算審査特別委員会
２１日(水)　決算審査特別委員会
２６日(月)　決算審査特別委員会
２８日(水)　本会議[委員長報告～採決]

議 会 日 誌

議 員 表 彰議 員 表 彰
　６月定例会の初日、永年にわたり市政発展に尽力され
た功績を称え、全国市議会議長会からの議員在職25年以
上の特別表彰が西川重則議員および久住久俊議員に、議
員在職10年以上の一般表彰が杉井  旬議員および森山  昭
議員にそれぞれ伝達されました。

杉井　旬議員  森山　昭議員  久住久俊議員  西川重則議員



　
三
条
市
議
会
の
所
属
役
職
改
選
に
お
い
て
議
員
各
位
よ
り
推
挙
賜
り
、
三
条
市
議
会
議
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。

　
議
長
と
い
う
重
責
を
真
摯
に
受
け
止
め
、謙
虚
に
、素
直
に
、三
条
市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
に
向
け
、

微
力
な
が
ら
緊
張
感
を
持
っ
て
議
会
運
営
等
に
当
た
り
、
議
会
人
と
し
て
節
度
あ
る
配
慮
に
努
め
、
主

権
在
民
、市
民
の
た
め
の
議
会
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
上
、市
民
の
皆
さ
ま
方
と
共
に
歩
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
議
員
定
数
を
26
人
か
ら
22
人
へ
と
削
減
す
る
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。「
市
民
の
求
め

る
市
議
会
と
は
何
か
」
と
い
う
点
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
、
新
し
い
構
成
と
な
る
来
期
の
議
会
に
し
っ

か
り
と
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
こ
そ
、
残
り
の
任
期
２
年
間
の
私
た
ち
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
寡か

聞ぶ
ん

少し
ょ
う

見け
ん

の
私
で
す
が
、
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
全
身
全
霊
で
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議　長
武石栄二

副議長
名古屋　豊

常任委員会
　市の行う事務や議案に関する調査を効率的、専門的に行うため、議会が設
置するもので、三条市には３つあり、議員はいずれかに所属します。議案は、本
会議で直ちに決めるものもありますが、市の行う事務が幅広く内容も複雑な
ため、議案や請願の審査を常任委員会に付託して、所管部局から詳しい説明
を受け、質疑を行って委員会としての結論を出し、本会議に報告します。

【
所
管
部
局
】議
会
事
務
局
、総
務
部
、サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
　

会
計
課
、選
挙
管
理
委
員
会
、監
査
委
員
、

　
　
　
　
　

公
平
委
員
会
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、

　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
、消
防
本
部
、そ
の
他

【
所
管
部
局
】市
民
部
、福
祉
保
健
部

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

（
定
数
９
人
）

市
民
福
祉
常
任
委
員
会 

（
定
数
９
人
）

欠　　員

将
来
に
わ
た
っ
て
力
強
く
存
在
し
続
け
る
三
条
市
に
向
か
っ
て

６
月
定
例
会
に
お
い
て
役
職
改
選
が
行
わ
れ
、
正
副
議
長
、
常
任
委
員
会
等
の
構
成
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

市
議
会
の
新
体
制
決
ま
る

委員長

笹
さ さ

川
がわ

信
の ぶ

子
こ

公明党議員団
島田三丁目
3期

小
こ

林
ばやし

　 誠
まこと

 
日本共産党議員団
島潟
４期

佐
さ

藤
と う

和
か ず

雄
お

自由クラブ
泉新田
４期

阿
あ

部
べ

銀
ぎ ん

次
じ

郎
ろ う

自由クラブ
上保内
４期

横
よ こ

山
やま

一
か ず

雄
お

自民クラブ
麻布
４期

長
な が

橋
は し

一
か ず

弘
ひろ

新政クラブ
元町
１期

委員長

岡
おか

田
だ

竜
りゅう

一
い ち

新しい風
上保内
２期

副委員長

武
む

藤
と う

元
も と

美
み

日本共産党議員団
東本成寺
２期

名
な

古
ご

屋
や

 豊
ゆたか

 
新しい風
西潟
２期

久
く

住
す み

久
ひ さ

俊
と し

自由クラブ
塚野目四丁目
４期

武
た け

石
い し

栄
え い

二
じ

自由クラブ
南中
４期

熊
く ま

倉
く ら

　 均
ひとし

 
自由クラブ
長沢
４期

副委員長

野
の

嵜
ざ き

久
ひ さ

雄
お

自由クラブ
東三条一丁目
１期

酒
さ か

井
い

　 健
つよし

 
新しい風
長野
１期

佐
さ

藤
と う

宗
そ う

司
じ

自民クラブ
上谷地
４期

髙
こ う

坂
さ か

登
と

志
し

郎
ろ う

新政クラブ
東三条一丁目
４期

野
の

崎
ざ き

正
ま さ

志
し

公明党議員団
新光町
３期
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常任委員会

議会運営委員会
（定数９人）

議会報編集委員会
（各会派および無所属議員）

　議会の円滑な運営を図るために、会期の決定や議
会の運営、議事の取り扱いなどを協議します。

　市議会の活動状況を広く市民にお知らせし、議会に
対する理解と関心を深めてもらうため、市議会だより
を編集します。

　　　　　　  議 案 賛 否 一 覧 表　 ○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
13
日
か
ら
28
日
ま
で
の
16

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
表
彰
状
伝
達
式

や
河
川
改
修
・
国
道
整
備
促
進
特
別
委
員
会
の
報
告
、

申
し
合
わ
せ
に
よ
る
役
職
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
は
、「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
」

や
「
監
査
委
員
の
選
任
」
な
ど
の
人
事
案
件
６
件
に

つ
い
て
採
決
の
結
果
、い
ず
れ
も
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
「
三
条
市
議
会
議
員
又
は
三
条
市
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
の
公
営

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
」
の
条
例
案
、「
嵐

南
保
育
所
移
転
改
築
建
築
本
体
工
事
請
負
契
約
の
締

結
」、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
な
ど

の「
動
産
の
取
得
」、
自
主
防
災
組
織
が
行
う
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
整
備
や
私
立
保
育
園
が
行
う
保
育
業
務

支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
「
平
成
28
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正

予
算
」
約
４
７
０
０
万
円
な
ど
17
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
請
願
の
採
択
に
伴
う
「
30
人
以
下
学
級

実
現
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
復
元
を
求

め
る
意
見
書
」
お
よ
び
「
新
潟
水
俣
病
全
被
害
者
の

救
済
と
問
題
解
決
に
関
す
る
意
見
書
」
を
国
会
お
よ

び
関
係
行
政
庁
に
対
し
、そ
れ
ぞ
れ
送
付
し
ま
し
た
。

会派名　  　 
（下段は所属議員数）

議　　案

自
由
ク
ラ
ブ

新

し

い

風

自
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
議
員
団

新
政
ク
ラ
ブ

公
明
党
議
員
団

議

決

結

果区分 番号 件　　　　名 概　　　　要 8 5 4 3 3 2

〔市長提出〕

人　
　
　

事

議第１号 教育委員会委員の任命について 教育委員会委員須佐直樹さんは、平成28年7月25日任期満了することとな
るので、その後任委員として小林吾郎さんを任命するもの　任期：４年 ○ ○ ○ ○ ※１○ 同意

議第２号 公平委員会委員の選任について 公平委員会委員古澤冨雄さんは、平成28年6月29日任期満了することと
なるので、その後任委員として古澤冨雄さんを選任するもの　任期：４年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第３号 固定資産評価審査委員会委員の選
任について

固定資産評価審査委員会委員横山正志さんは、平成28年6月29日任期
満了することとなるので、その後任委員として横山正志さんを選任するも
の　任期：３年

○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第４号 固定資産評価員の選任について 固定資産評価員に栗山貴行さんを選任するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

条　

例
議第５号

三条市議会議員又は三条市長の選
挙における選挙運動用自動車の使
用の公営に関する条例等の一部改
正について

選挙運動用自動車の使用等に係る公費負担の見直しを行う公職選挙法
施行令の一部改正が行われたことから、これに準じ、必要な改正を行うも
の
施行期日：公布の日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

そ 　

の 　

他

議第６号 市道路線の認定及び変更について
認定路線　2路線　実延長	 325.0ｍ
変更路線　4路線　実延長(増加分)	159.0ｍ
　　　　　　　　　　　 (減少分)	165.8ｍ

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第７号 嵐南保育所移転改築建築本体工
事請負契約の締結について

鉄筋コンクリート造　地上2階建
延床面積	 1,216.08㎡
契約金額	  2億4,246万円
契約者	 桑原・岡田特定共同企業体

○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第８号 動産の取得について
スクールバス	 2台
取得金額	 2,591万2,690円
契約者	 新潟いすゞ 自動車株式会社三条支店

○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第９号 動産の取得について
救助工作車	 1台
取得金額	 1億4,785万2,000円
契約者	 帝商株式会社

○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第10号 動産の取得について
水槽付消防ポンプ自動車	 1台
取得金額	 6,156万円
契約者	 新潟モリタ株式会社

○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

予　
　

算
議第11号 平成28年度三条市一般会計補正

予算

私立保育園が行う保育業務支援システムの導入や自主防災組織が行う
感震ブレーカーの整備および農地の集積を行う農事組合法人に対する
補助金などに係る経費の追加
補正額　	 2,375万4,000円
補正後の額	 464億3,499万2,000円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

全
議
案
原
案
の
と
お
り
決
定

平成28年
第２回

６
月
定
例
会

委員長　　　佐藤和雄
副委員長　　酒井　健
　　　　　　下村喜作　　野嵜久雄　　杉井　旬　　横山一雄　　武藤元美　　長橋一弘　　笹川信子

委員長　　　野崎正志
副委員長　　長橋一弘
　　　　　　野嵜久雄　　酒井　健　　佐藤宗司　　小林　誠

【
所
管
部
局
】経
済
部
、建
設
部
、農
業
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会 

（
定
数
８
人
）

名　　前
所属会派
住　　所
期数(新市から)

顔写真

↖6ページへ続く

下
し も

村
む ら

喜
き

作
さ く

自由クラブ
田島二丁目
４期

杉
す ぎ

井
い

　 旬
ひとし

 
新しい風
鶴田一丁目
３期

山
やま

田
だ

富
と み

義
よ し

自民クラブ
林町二丁目
２期

森
も り

山
やま

　 昭
あきら

 
自由クラブ
貝喰新田
３期

副委員長

河
か

原
わ ら

井
い

拓
た く

也
や

新しい風
石上二丁目
１期

委員長

坂
さ か

井
い

良
りょう

永
え い

日本共産党議員団
福島新田
２期

西
に し

川
かわ

重
し げ

則
の り

自民クラブ
島田三丁目
４期

伊
い

藤
と う

得
と く

三
ぞ う

新政クラブ
南新保
１期
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会派名　  　 
（下段は所属議員数）

議　　案

自
由
ク
ラ
ブ

新

し

い

風

自
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
議
員
団

新
政
ク
ラ
ブ

公
明
党
議
員
団

議

決

結

果区分 番号 件　　　　名 概　　　　要 8 5 4 3 3 2

予　
　

算

議第12号 平成28年度三条市国民健康保険
事業特別会計補正予算

国保事業費納付金や標準保険料率などの算定に必要な業務システム開
発に係る経費の追加
補正額　　	 49万4,000円
補正後の額	 113億334万8,000円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第13号 平成28年度三条市一般会計補正
予算

国の地方創生推進交付金を活用して行う、八木ヶ鼻温泉保養交流施設い
い湯らていの露天風呂改修などに係る経費の追加
補正額　	 2,396万円
補正後の額	 464億5,895万2,000円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

人
事議第14号 監査委員の選任について 議員のうちから選任された本市監査委員下村喜作さんは、平成28年6月

13日辞職したので、その後任委員として熊倉均さんを選任するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

専　
　
　
　

決　
　
　
　

処　
　
　
　

分

報第１号
専決処分報告について
（三条市税条例等の一部改正につ
いて）

地方税法等の一部を改正する等の法律が平成28年4月1日から施行された
ことに伴う所要の改正
専決処分日：平成28年3月31日
施行期日：平成28年4月1日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第２号
専決処分報告について
(三条市国民健康保険税条例の一
部改正について）

地方税法施行令等の一部を改正する等の政令が平成28年4月1日から施
行されたことに伴う所要の改正
専決処分日：平成28年3月31日
施行期日：平成28年4月1日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第３号
専決処分報告について
（平成27年度三条市一般会計補正
予算）

経営規模の拡大を進める農業者に対する補助金に係る経費のほか、職員
の退職に伴う退職手当の追加
補正額　	 1,862万8,000円
補正後の額	 485億2,334万5,000円
専決処分日：平成28年3月25日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第４号
専決処分報告について
(平成27年度三条市一般会計補正
予算）

国の交付金事業の一部が不採択等になったことによる減額および寄付
採納に伴う基金への積み立て
補正額	 △ 2億2,204万1,000円
補正後の額	 483億130万4,000円
専決処分日：平成28年3月31日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第５号
専決処分報告について
(平成28年度三条市一般会計補正
予算）

不採択等とされた平成27年度の国の交付金事業の一部について、平成
28年度事業として実施するため
補正額　　	 2億4,048万4,000円
補正後の額	 463億3,248万4,000円
専決処分日：平成28年3月31日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第６号
専決処分報告について
（平成28年度三条市一般会計補正
予算）

国の交付金を活用した事業について、事業完了による交付金の額の確定
に伴う償還金の追加
補正額　	 7,128万3,000円
補正後の額	 464億376万7,000円
専決処分日：平成28年4月14日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第７号
専決処分報告について
(平成28年度三条市一般会計補正
予算）

熊本地震の被災地に対し支援物資や寄せられた寄付金を見舞金として
送るほか、被災家屋調査のため職員を派遣する経費の追加
補正額　	 747万1,000円
補正後の額	 464億1,123万8,000円
専決処分日：平成28年5月10日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第８号
専決処分報告について
(平成28年度三条市国民健康保険
事業特別会計補正予算）

歳入欠陥を生じたため繰り上げ充用するもの
補正額　	 2億4,345万4,000円
補正後の額	 113億285万4,000円
専決処分日：平成28年5月31日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

人
事諮第１号 人権擁護委員候補者の推薦につい

て

人権擁護委員白椿美代子さんおよび森山則男さんは、平成28年9月30日
任期満了することとなるので、その後任委員候補者として皆川賢一さんお
よび関﨑淑子さんを推薦するもの　任期：３年

○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

〔議員発案〕

議員発案 
第 １ 号

30人以下学級実現及び義務教育
費国庫負担制度の復元を求める意
見書の提出について

学級規模を30人以下とし、義務教育費国庫負担割合を復元するよう要
望する意見書を提出するもの
提出先：内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科学大
臣

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

会 派 所 属 議 員
自 由 ク ラ ブ ○阿部銀次郎　  久住　久俊　  佐藤　和雄　  下村　喜作　  熊倉　　均　  武石　栄二　  森山　　昭　  野嵜　久雄

新 し い 風 ○岡田　竜一　  杉井　　旬　  名古屋　豊　  酒井　　健　  河原井拓也

自 民 ク ラ ブ ○西川　重則　  横山　一雄　  佐藤　宗司　  山田　富義

日本共産党議員団 ○小林　　誠　  武藤　元美　  坂井　良永

新 政 ク ラ ブ ○髙坂登志郎　  長橋　一弘　  伊藤　得三

公 明 党 議 員 団 ○野崎　正志　  笹川　信子

※○：会派の代表者

会派名　  　 
（下段は所属議員数）

議　　案

自
由
ク
ラ
ブ

新

し

い

風

自
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
議
員
団

新
政
ク
ラ
ブ

公
明
党
議
員
団

議

決

結

果区分 番号 件　　　　名 概　　　　要 8 5 4 3 3 2

議員発案 
第 ２ 号

新潟水俣病全被害者の救済と問題
解決に関する意見書の提出につい
て

早期解決に向け関係者が一堂に会する話合いの場を設けること、また阿
賀野川流域住民の健康被害実態調査の速やかな実施などを要望する意
見書を提出するもの
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
厚生労働大臣、経済産業大臣、環境大臣

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

〔請　　願〕

請 願
第 1 4 号

30人以下学級実現及び義務教育
費国庫負担制度の復元を求める請
願

学級規模を30人以下とし、義務教育費国庫負担割合を復元するよう要
望する意見書の提出を求めるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

請 願
第 1 5 号

新潟水俣病全被害者の救済と問題
解決に関する請願

早期解決に向け関係者が一堂に会する話合いの場を設けること、また阿
賀野川流域住民の健康被害実態調査の速やかな実施などを要望する意
見書の提出を求めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

※１　髙坂登志郎議員、伊藤得三議員は賛成、長橋一弘議員は反対　
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議
第
13
号

問
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
た
事
業
に
対
す
る
予
算
措
置
と
い

う
こ
と
だ
が
、
歳
入
の
ほ
と
ん
ど
は
繰
入
金

が
充
て
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
交
付
金
の
対
象
事
業
は
、
当
初
予
算

な
い
し
６
月
補
正
に
計
上
さ
れ
た
事

業
が
対
象
。正
式
内
示
は
９
月
ご
ろ
の
た
め
、

一
般
財
源
で
措
置
を
し
た
。

問
い
い
湯
ら
て
い
の
露
天
風
呂
改
修
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
予
算

で
も
計
上
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
約
５
割
増
し

の
工
事
だ
。
工
事
内
容
の
変
更
か
。

答
来
年
度
以
降
、
年
次
的
に
改
修
工
事

を
予
定
し
て
い
た
。
財
源
が
確
保
で

き
る
こ
と
か
ら
一
部
を
前
倒
し
で
行
う
も
の
。

問
地
方
創
生
推
進
交
付
金
は
、
ハ
ー
ド

事
業
が
全
体
事
業
費
の
50
％
を
超
え

る
と
対
象
外
と
し
て
い
る
が
、
今
回
の
補
正

予
算
で
は
、
ほ
ぼ
全
部
が
ハ
ー
ド
事
業
で
は

な
い
の
か
。

答
補
正
も
含
め
全
体
事
業
費
は
約

１
億
４
０
０
０
万
円
。
ハ
ー
ド
事
業

は
そ
の
約
45
％
で
申
請
し
て
い
る
。

議
第
１
号

問
教
育
委
員
任
命
の
根
拠
法
で
あ
る
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
第
４
条
は
、
学
校
、
保
護
者
、
地

域
の
三
者
連
携
を
期
待
し
て
い
る
。
保
護
者

と
し
て
の
委
員
と
そ
の
他
の
立
場
の
委
員
の

違
い
は
何
か
。

答
「
違
い
」
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
る

が
、
ご
質
問
者
ご
指
摘
の
趣
旨
を
満

足
す
る
方
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
「
人
事
案
件
」
に
関
し
て
質
疑
を
申

し
述
べ
ま
す
。
素
朴
な
疑
問
な
の
で

す
が
任
命
お
よ
び
選
任
・
推
薦
の
判
断
基
準

（
材
料
）
は
、
こ
の
１
枚
の
略
歴
で
す
。

住
所
・
生
年
月
日
・
学
歴
・
職
業
・
主
な
経

歴
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
を
も
っ
て
賛
否
を
示

せ
は
あ
ま
り
に
も
乱
暴
と
考
え
ま
す
。任
命
・

選
任
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
は

ず
で
す
。

　

こ
の
方
は
、
過
去
こ
う
い
う
キ
ャ
リ
ア
を

積
ん
で
こ
ら
れ
た
。
こ
の
分
野
に
関
し
て
造

詣
が
深
く
明
る
い
等
々
の
文
言
が
あ
れ
ば
参

考
に
な
り
ま
す
。

　

是
非
ご
一
考
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

答
今
ま
で
の
略
歴
で
十
分
と
考
え

ま
す
。

議
第
７
号

問
嵐
南
保
育
所
移
転
改
築
建
築
本
体
工

事
の
２
階
増
築
部
分
外
部
に
面
す
る

建
具
に
つ
い
て
、
防
火
設
備
に
し
な
く
て
も

い
い
の
か
。

答
脇
に
袖
壁
を
設
け
て
い
る
の
で
、
防

火
設
備
と
な
ら
な
い
自
閉
式
扉
で
問

題
は
な
い
。

議
第
８
号

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
取
得
に
つ
い
て
、

リ
ー
ス
対
応
な
ど
購
入
以
外
の
方
法

を
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

答
大
型
バ
ス
の
リ
ー
ス
業
者
は
な
い
。

長
期
的
に
考
え
た
場
合
、
購
入
の
方

が
経
費
が
少
な
く
て
す
む
。

議
第
９
号

問
救
助
工
作
車
は
特
殊
な
車
両
で
あ

る
。
契
約
先
は
東
京
の
会
社
。
通
常

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
緊
急
的
な
修
理
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

答
通
常
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理
は
、

市
内
の
自
動
車
修
理
業
者
に
依
頼
す

る
が
特
殊
な
装
備
部
分
に
つ
い
て
は
製
造

メ
ー
カ
ー
に
依
頼
す
る
。

議
第
11
号

問
医
療
体
制
確
保
対
策
事
業
費
に
つ
い

て
、
下
田
地
域
の
ど
こ
に
、
い
つ
診

療
所
を
開
設
す
る
の
か
。
医
師
を
確
保
で
き

る
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

答
荻
堀
周
辺
に
あ
る
市
の
既
存
の
施
設

を
改
修
し
、
公
設
民
営
を
想
定
し
て

い
る
。
医
師
確
保
の
見
通
し
と
い
う
こ
と
だ

が
、
今
回
の
補
正
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
ま

ず
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
。

問
教
育
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
費
に
つ
い

て
、
３
月
定
例
会
で
は
「
教
育
セ
ン

タ
ー
に
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
教
室
を
設
置
し

た
い
」と
し
て
い
た
の
に
、な
ぜ
や
め
た
の
か
。

　

ま
た
、
医
療
体
制
確
保
対
策
事
業
、
通
級

指
導
教
室
の
見
直
し
は
、
唐
突
感
が
否
め
な

く
市
民
へ
の
影
響
が
大
き
い
。
協
議
会
な
ど

で
事
前
に
説
明
を
受
け
、
市
民
の
意
見
を
踏

ま
え
て
審
査
す
る
こ
と
が
議
会
制
民
主
主
義

の
在
り
方
で
あ
る
。
理
事
者
の
議
会
に
対
す

る
基
本
的
な
姿
勢
を
た
だ
す
。

答
当
初
、
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
観
点
か
ら

無
理
だ
と
し
た
が
、
再
度
協
議
し
た

ら
整
っ
た
。
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
サ
テ
ラ
イ

ト
教
室
設
置
は
見
送
る
。

　

議
会
に
対
す
る
基
本
的
な
姿
勢
と
い
う
こ

と
だ
が
、
一
つ
一
つ
の
事
案
に
つ
き
事
前
に

議
会
に
お
諮
り
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
再
度
気
を
引
き
締
め
直
し
事
案

に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。

市政の　　を問いました

平成２７年度政務活動費収支報告

会　派　名 自由クラブ
（８名）

新しい風
（５名）

自民クラブ
（４名）

日本共産党議員団
（３名）

新政クラブ
（３名）

公明党議員団
（２名）

計
（25名）

収
入
内
訳

政務活動費
補助金 2,880,000 1,800,000 1,440,000 1,080,000 1,080,000 720,000 9,000,000

雑　入
（預金利息） 271 133 164 106 107 64 845

収入合計 2,880,271 1,800,133 1,440,164 1,080,106 1,080,107 720,064 9,000,845

支
出
内
訳

調査研究費 2,137,369 463,372 803,736 0 488,746 0 3,893,223

研修費 118,000 1,268,468 48,500 224,924 152,484 390,068 2,202,444

広報費 0 0 0 713,151 0 0 713,151

広聴費 0 0 0 0 0 0 0
要請・陳情
活動費 0 0 0 0 0 0 0

会議費 0 0 0 0 0 0 0

資料作成費 67,176 36,572 0 51,408 237,689 101,606 494,451

資料購入費 7,164 0 35,424 47,310 90,364 111,360 291,622

人件費 0 0 0 0 0 0 0

事務所費 0 0 0 0 0 0 0

支出合計 2,329,709 1,768,412 887,660 1,036,793 969,283 603,034 7,594,891

返 還 金 550,562 31,721 552,504 43,313 110,824 117,030 1,405,954

調査研究費	 会派での先進地の調査研究など、行政視察に要した費用	 	 	 	 	 	
研　修　費	 会派による研修会、中越地区市議会合同研修会などの参加に要した費用
広　報　費	 会報などの印刷に要した費用		 	 	 	 	
広　聴　費	 会派での住民要望、意見聴取、住民相談などに要した費用	
要請・陳情活動費	 会派での要請、陳情活動に要した費用	 	 	 	 	 	
会　議　費	 会派が行う会議、団体等が開催する会議への参加に要した費用	 	
資料作成費	 パソコンのリース代、コピー用紙代、プリンターインク代などの資料作成に要した費用
資料購入費	 図書、資料などの購入に要した費用	 	 	 	 	 	
人　件　費	 会派が行う活動を補助する職員の雇用に要した費用
事 務 所 費	 会派が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要した費用

　政務活動費は、地方議会議員の市政等に関する調査研究に資するための必要な経費の一部として、会派
または議員に対し交付される金銭的給付です。三条市では、市議会における会派に対して、議員１人当た
り月額３万円を年度当初に一括で交付しています。
  この支出に当たっては使途基準に従って行われ、使途の透明性を図るため、支出したもの全ての領収書
の提出が必要になっています。
　各会派から平成27年度政務活動費の収支報告が提出されましたので、収支の状況をお知らせします。

（単位：円）

6月定例会では、3会派が質疑・大綱質疑を行いました。

質疑・
大綱質疑
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震
災
時
に
三
条
庁
舎
が
災
害
本
部
の

役
割
を
果
た
せ
る
の
か

問
熊
本
県
で
震
度
７
の
地
震
が
２
度
も
発

生
し
、
多
く
の
庁
舎
が
倒
壊
の
危
機
に

陥
り
、
災
害
本
部
の
役
割
を
果
た
せ
な

く
な
っ
た
。
三
条
庁
舎
は
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
お
ら
ず
、
も
し
も
の
と
き
、

来
庁
者
の
安
全
や
災
害
本
部
と
し
て
の

機
能
が
果
た
せ
る
の
か
。

答
本
庁
舎
は
、
大
規
模
な
地
震
に
よ
っ

て
直
ち
に
倒
壊
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

そ
の
危
険
性
は
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

場
合
は
栄
庁
舎
に
本
部
機
能
を
移
転

す
る
。

三
条
市
の
保
育
所（
園
）の
事
故
対
応

等
に
つ
い
て

問
あ
る
私
立
保
育
園
で
、
子
ど
も
が
け

が
を
し
た
の
に
保
護
者
に
何
の
連
絡

も
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
が
発
生
し

た
。
保
育
所
（
園
）
で
の
事
故
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
公
立
、
私
立
を
問
わ
ず
事
故
等
の
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
応
急
処
置

な
ど
を
行
っ
た
後
、
保
護
者
や
子
育

て
支
援
課
に
報
告
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

問
川
通
ど
れ
み
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

４
年
前
に
も
同
様
の
問
題
が
発
生
し
、

議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
指
導

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
不
十
分
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
適

切
な
対
応
が
と
ら
れ
る
よ
う
指
導
監

督
を
徹
底
し
て
い
く
。

就
学
援
助
制
度
、実
態
に
合
う
支
援
に
！

問
経
済
格
差
が
広
が
る
中
、
学
齢
期
の

子
ど
も
を
直
接
支
え
る
就
学
援
助
制

度
は
重
要
だ
。
成
長
著
し
い
時
期
で

も
あ
り
、
制
服
や
体
操
着
等
買
い
替

え
が
必
要
の
子
も
い
る
。
制
服
や
体

操
着
を
支
給
対
象
品
目
と
し
て
は
ど

う
か
。

答
今
後
精
査
し
て
い
き
た
い
。

問
小
学
校
入
学
時
、
学
用
品
等
の
購
入

で
10
万
円
を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
。

入
学
準
備
金
は
購
入
時
期
に
支
払
わ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
金
額
も
実

態
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
拡
充
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
入
学
準
備
金
は
８
月
に
支
給
し
て
い

る
。
支
給
時
期
は
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

義
務
教
育
学
校
っ
て
？

問
大
崎
中
学
校
は
校
舎
が
完
成
し
た
１

年
後
に
義
務
教
育
学
校
に
移
行
す
る

と
い
う
報
道
だ
。
こ
れ
ま
で
の
学
校

と
は
具
体
的
に
何
が
違
う
の
か
。

答
義
務
教
育
学
校
は
、
１
年
生
か
ら
９

年
生
ま
で
の
学
校
と
な
り
校
長
が
一

人
。
４
・
３
・
２
の
指
導
区
分
に
分
か

れ
る
。

問
小
学
校
の
卒
業
式
が
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
か
。

答
９
年
間
の
学
校
に
な
る
の
で
、
卒
業

式
と
は
呼
べ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

問
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
中
学
校
生
活

を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
も
大
事
で
は

な
い
か
。

答
小
学
６
年
か
ら
中
学
１
年
へ
の
段
差

を
な
く
す
方
を
重
要
視
し
て
い
る
。

大
崎
山
の
活
用
に
つ
い
て

問
大
崎
山
公
園
の
維
持
管
理
は
十
分
行

わ
れ
て
い
る
か
。

答
日
常
的
な
清
掃
・
保
守
・
修
繕
等
は

専
門
業
者
に
、
樹
木
等
の
植
栽
管
理

に
つ
い
て
は
市
内
造
園
・
園
芸
業
者

に
委
託
し
て
、
必
要
最
低
限
の
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
る
。

問
市
の
公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
で

は
、
今
後
検
討
を
行
う
施
設
の
中
に

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が

入
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

答
施
設
の
目
的
や
利
用
形
態
の
異
な
る

中
で
、
利
用
率
を
見
な
が
ら
公
共
施

設
の
全
体
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
近

年
少
子
化
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
し

て
い
る
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
高
齢
者
や
個
人
利

用
を
含
め
た
利
用
率
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に

つ
い
て

問
10
月
か
ら
始
ま
る
定
期
接
種
に
つ
い

て
、
対
象
児
に
ど
の
よ
う
に
通
知
す

る
の
か
。

答
市
で
は
予
防
接
種
に
関
す
る
書
類
を

出
生
翌
月
に
個
別
に
郵
送
し
て
い
る
。

本
年
４
月
以
降
に
生
ま
れ
た
対
象
児

に
は
、
施
行
令
等
改
正
後
速
や
か
に

個
別
通
知
を
行
う
。
併
せ
て
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
子
育
て

拠
点
施
設
等
に
チ
ラ
シ
を
設
置
す
る

な
ど
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

第
一
中
学
校
に
お
け
る
保
護
者
預
か

り
金
返
金
問
題

答
「
保
護
者
」
で
は
な
く
「
学
校
預
か
り

金
」
で
す
。

問
こ
の
案
件
の
経
過
報
告
。

答
①
平
成
26
年
卒
業
生
徒
へ
の
学
校
預

か
り
金
返
金
事
務
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、「
金
融
機
関
」
と
手
数
料
に

つ
い
て
確
認
。

②
契
約
上
に
な
い
規
定
の
た
め
、
本

部
か
ら
の
決
済
が
必
要
。

③
結
果
、
返
金
の
た
め
の
振
り
込
み

手
数
料
に
つ
い
て
は
「
金
融
機
関
」

預
か
り
と
な
り
、
本
部
決
済
待
ち

と
な
る
。

④
新
入
生
の
振
り
込
み
作
業
に
必
要

な
口
座
切
り
替
え
の
た
め
、
７
月

に
い
っ
た
ん
出
金
。

⑤
９
月
下
旬
、
手
数
料
確
定
の
連
絡

あ
り
。

⑥
年
明
け
２
月
下
旬
、
他
の
事
務
作

業
に
紛
れ
て
し
ま
い
所
定
の
返
金

事
務
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

の
報
告
あ
り
。

⑦
こ
の
時
点
で
現
金
が
金
庫
に
保
管

さ
れ
て
い
た
事
実
を
校
長
が
確
認
。

⑧
３
月
８
日
付
け
で
保
護
者
宛
て
お

わ
び
文
を
発
送
。

⑨
３
月
17
日
返
金
事
務
終
了
。

⑩
平
成
27
年
４
月
が
平
成
28
年
３
月

と
返
金
が
約
１
年
遅
れ
た
。

問
反
省
事
項
お
よ
び
責
任
の
所
在
と
考

え
ら
れ
る
懲
罰
内
容
は
。

答
今
後
こ
の
よ
う
な
事
が
な
き
よ
う
校

長
会
等
で
徹
底
し
て
い
く
。

問
再
発
防
止
策
は
。

答
管
理
規
定
を
作
成
す
る
。

三
条
市
に
お
け
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
つ
い
て

問
地
方
創
生
版
三
本
の
矢
の
情
報
支
援

と
し
て
、
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム

（
リ
ー
サ
ス
）
を
地
域
活
性
化
の
た
め

に
も
、
自
治
体
の
み
な
ら
ず
住
民
に

対
し
て
も
広
報
、
勉
強
会
等
を
開
く

な
ど
、
リ
ー
サ
ス
の
利
活
用
の
啓
発

を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

答
国
や
県
で
も
利
活
用
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
、
産

業
界
や
市
民
等
に
利
活
用
が
図
ら
れ
る

よ
う
周
知
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
条
市
に
お
け
る
地
域
医
療
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

問
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
地

域
医
療
魚
沼
学
校
に
お
け
る
住
民
、

医
療
従
事
者
、
自
治
体
の
相
互
理
解

を
深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
や
「
あ
り

が
と
う
ポ
ス
ト
」
の
設
置
等
、
医
療

従
事
者
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
よ

う
な
地
域
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
す
る
理

解
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

地
域
医
療
魚
沼
学
校
の
事
例
等
を
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
必

要
な
取
り
組
み
を
検
討
し
実
践
し
て

ま
い
り
た
い
。

法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
つ
い
て

問
土
地
改
良
区
名
の
施
設
の
維
持
管
理
・

更
新
は
市
の
補
助
対
象
と
な
る
の
か
。

答
案
件
に
応
じ
個
別
に
検
討
す
る
。

市
内
の
気
象
観
測
に
つ
い
て

問
早
水
地
内
の
積
雪
計
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
昨
年
計
器
が
故
障
し
た
。
今
冬
ま
で

に
修
繕
す
る
。

高
齢
者
運
転
免
許
返
納
支
援
事
業

問
返
納
者
へ
の
継
続
的
な
支
援
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

答
デ
マ
ン
ド
交
通
の
充
実
が
返
納
者
へ

の
継
続
的
・
効
果
的
な
支
援
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

６月上旬の大崎山公園

早
水
地
内
の
積
雪
計

一
般
質
問

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

市
政
の

　
　
　を

問
い
ま
し
た

Q&A
議員と行政の
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行
政
庁
舎
の
耐
震
化
に
つ
い
て

問
今
後
20
年
間
、
庁
舎
の
建
て
替
え
は

し
な
い
の
か
。

答
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は
、
そ

の
よ
う
な
考
え
で
計
画
し
て
い
る
。

問
耐
震
に
問
題
の
あ
る
危
険
な
建
物
で
業

務
を
行
う
こ
と
に
問
題
は
な
い
の
か
。

答
危
険
と
考
え
て
い
な
い
、
危
険
性
は
あ

る
が
建
て
替
え
は
計
画
し
て
い
な
い
。

保
育
所
の
年
度
内
待
機
児
童
に
つ
い
て

問
三
条
市
に
お
け
る
潜
在
待
機
児
童
数
と

待
機
児
童
解
消
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
年
度
当
初
に
お
い
て
潜
在
待
機
児
童

は
い
な
い
。
待
機
児
童
の
解
消
は
来

年
の
予
算
編
成
に
向
け
て
検
討
す
る
。

ネ
ッ
ト
依
存
・
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
当
市
で
小
中
学
生
の
ネ
ッ
ト
依
存
は

あ
る
の
か
。

答
学
力
調
査
の
中
で
、
１
日
４
時
間
以

上
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
す
る
項
目
で
は
、

県
平
均
を
上
回
っ
た
。
危
機
感
を
持
っ

て
継
続
的
に
予
防
対
策
を
行
い
た
い

と
考
え
る
。

防
災・減
災
対
策
に
つ
い
て

問
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定
は
ど
う
か
。

答
平
成
19
年
に
策
定
し
た
地
域
防
災
計

画
の
中
で
、
処
理
計
画
と
し
て
個
別

具
体
に
処
理
手
順
を
定
め
て
い
る
。

適
切
に
進
め
る
体
制
が
整
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問
道
路
陥
没
未
然
防
止
対
策
は
ど
う
か
。

答
重
大
な
事
故
の
発
生
に
つ
な
が
る
た

め
、
早
期
に
対
応
を
強
化
し
て
、
新

技
術
に
よ
る
地
盤
判
断
な
ど
新
た
な

取
り
組
み
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
導
入
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

問
配
布
対
象
者
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答
意
思
疎
通
に
支
援
の
必
要
な
方
。
具
体

的
に
は
、
視
覚
、
聴
覚
、
音
声
、
言

語
そ
し
ゃ
く
機
能
の
身
体
障
が
い
者
、

知
的
障
が
い
者
、
発
達
障
が
い
者
や

こ
れ
ら
に
準
じ
る
方
と
し
て
、
難
病

や
認
知
症
の
方
も
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
を
一
丁
目
一
番
地
と
捉
え
る

問
３
月
定
例
会
で
問
題
提
起
し
た
下
田

地
区
医
療
難
民
対
策
の
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

答
積
極
的
な
情
報
収
集
を
行
い
、
広
く

公
募
し
て
医
師
の
確
保
に
努
め
る
。

一
刻
も
早
い
診
療
所
の
開
設
に
取
り

組
む
。

問
デ
マ
ン
ド
交
通
の
活
用
は
ど
う
か
。

答
改
修
場
所
、
設
置
場
所
を
早
急
に
決

定
し
、
新
規
の
停
留
所
が
必
要
な
場

合
は
適
切
に
対
応
す
る
。

秘
境
八
十
里
越
体
感
バ
ス
ツ
ア
ー
に

つ
い
て

問
バ
ス
ツ
ア
ー
の
運
行
状
況
は
ど
う
か
。

答
通
り
抜
け
コ
ー
ス
と
福
島
県
側
で
の

宿
泊
コ
ー
ス
を
新
た
に
取
り
入
れ
た
。

一
番
大
事
な
こ
と
は
早
め
の
避
難

三
条
市
豪
雨
災
害
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
つ
い
て

問
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
記
載
の
避
難
場
所

は
、
平
成
23
年
の
７
・
29
水
害
以
降
、

場
所
を
変
更
し
た
箇
所
は
あ
る
の
か
。

答
平
成
24
年
度
に
避
難
所
検
討
委
員
会

で
再
検
討
を
行
っ
た
。
適
切
で
な
い

と
判
断
し
外
し
た
施
設
は
、
豪
雨
災

害
時
で
外
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
の
他
20
施
設
。
土
砂
災
害
時
で

は
５
施
設
。

問
避
難
場
所
と
防
災
訓
練
は
ど
う
か
。

答
専
門
家
の
知
見
を
借
り
、
地
域
の
自

主
避
難
計
画
の
策
定
を
進
め
る
。

ご
用
聞
き
笑
店
街
の
制
度
見
直
し
を
！

問
ご
用
聞
き
笑
店
街
は
、
小
売
業
振
興

の
た
め
の
事
業
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
に

同
業
者
が
い
る
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で

は
機
能
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
競
争
原
理
が
働
く
よ
う
見
直
し
を
検

討
し
た
い
。

用
途
地
域
は
将
来
を
見
据
え
た
も
の
に

問
用
途
地
域
の
見
直
し
は
、
現
状
に
合

わ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
を
見
据

え
た
も
の
に
す
べ
き
だ
。

答
中
長
期
的
な
ス
パ
ン
に
立
っ
て
進
め

て
い
き
た
い
。

駅
の
位
置
付
け
を
明
確
に
！

問
東
光
寺
や
帯
織
な
ど
駅
こ
そ
多
極
の

核
と
な
る
最
重
要
施
設
だ
。
都
市
計

画
で
き
ち
ん
と
位
置
付
け
る
べ
き
だ
。

答
駅
周
辺
の
在
り
方
も
視
野
に
入
れ
て

都
市
計
画
の
見
直
し
を
進
め
た
い
。

栄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
団
地
に
つ
い
て

問
地
元
要
望
に
応
え
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ

ト
販
売
に
対
応
し
た
流
通
拠
点
と
も

す
べ
き
だ
。

答
地
元
の
15
社
か
ら
31
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

進
出
希
望
が
あ
る
。
そ
れ
よ
り
大
き

く
、
か
つ
、
農
振
除
外
が
で
き
る
規

模
に
し
た
い
。
４
年
以
内
に
分
譲
を

開
始
し
た
い
。

都
市
計
画
道
路
は
抜
本
的
見
直
し
を
！

問
事
業
着
手
の
見
通
し
の
な
い
都
市
計

画
道
路
は
、
廃
止
や
幅
員
縮
小
を
検

討
す
べ
き
だ
。

答
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
こ
れ

は
必
要
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
含
め

検
討
し
た
い
。

都
市
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

問
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答
将
来
の
三
条
市
を
俯
瞰
す
る
中
で
、

市
域
全
体
の
見
直
し
を
し
つ
つ
、
下

田
地
域
も
含
め
た
都
市
計
画
の
見
直

し
を
す
べ
き
か
否
か
、
こ
れ
を
１
年

で
全
て
同
時
に
行
っ
て
い
く
こ
と
は

難
し
い
。
今
回
見
直
し
の
直
接
的
な

ト
リ
ガ
ー
と
な
っ
た
二
つ
の
要
素
、

県
央
基
幹
病
院
を
建
設
予
定
の
須
頃

地
区
と
工
業
団
地
造
成
予
定
の
栄
地

域
に
つ
い
て
早
急
に
果
た
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
を
切
り

離
し
て
検
討
を
進
め
、
そ
の
後
、
段

階
的
に
見
直
し
を
進
め
る
。

包
括
的
民
間
委
託
に
つ
い
て

問
包
括
的
民
間
委
託
の
導
入
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

答
人
件
費
の
削
減
や
除
雪
お
よ
び
舗
装

補
修
の
効
率
化
が
考
え
ら
れ
る
。

問
当
面
の
業
務
範
囲
を
日
常
的
な
維
持

管
理
業
務
と
し
て
い
る
が
、
日
常
的

な
維
持
管
理
業
務
と
は
何
か
。

答
道
路
の
補
修
、
排
水
路
の
江
ざ
ら
い
、

そ
れ
か
ら
公
園
の
草
刈
り
、
パ
ト
ロ
ー

ル
、
情
報
や
苦
情
の
受
け
付
け
、
現

地
確
認
な
ど
も
委
託
す
る
。

問
嵐
北
の
一
部
地
域
に
導
入
す
る
根
拠

は
何
か
。

答
対
象
区
域
は
、
夏
季
、
冬
季
と
も
事

業
量
が
最
も
見
込
ま
れ
、
体
制
の
構

築
を
す
る
の
に
十
分
な
企
業
や
従
業

員
が
確
保
で
き
る
と
考
え
て
の
こ
と
。

空
き
家
対
策
の
現
状
と
課
題
お
よ
び

対
策
に
つ
い
て

問
今
年
度
行
っ
て
い
る
空
き
家
実
態
調

査
の
進
捗
と
、
そ
の
結
果
の
活
用
に

つ
い
て
伺
う
。

答
現
在
、
空
き
家
候
補
の
建
物
を
抽
出

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
現
地
調
査
、

年
内
に
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に

登
録
し
、
報
告
書
と
い
う
形
で
ま
と

め
る
。
結
果
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

ラ
ン
ク
付
け
し
、
状
態
の
良
い
も
の

は
利
活
用
を
、
そ
れ
以
外
は
適
正
管

理
を
促
し
総
合
的
に
進
め
る
。

障
が
い
福
祉
の
重
点
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
親
亡
き
後
の
自
立
支
援
に
つ
い
て
、

三
条
市
と
し
て
有
効
な
対
策
は
あ
る

の
か
。

答
日
中
活
動
の
拠
点
、
夜
間
の
居
住
や

余
暇
支
援
拠
点
の
整
備
に
よ
り
、
障

が
い
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
日
々

の
暮
ら
し
に
着
目
し
た
支
援
を
進
め

て
い
く
た
め
の
体
制
が
整
い
つ
つ
あ

る
。

安
心
し
て
出
産
、子
育
て
を
楽
し
め

る
環
境
の
形
成
に
つ
い
て

問
内
閣
府
の
少
子
化
に
関
す
る
国
際
意

識
調
査
で
、
日
本
の
親
の
41
・
７
％

が
子
ど
も
を
多
く
産
ま
な
い
理
由
と

し
て
経
済
的
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
際
、
市
長
は
子
ど
も
手
当
と
し

て
今
後
生
ま
れ
る
子
ど
も
か
ら
１
人

三条庁舎
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常任委員会 レポート
各委員会に付託された議案等について、

議会最終日に委員長が審査経過と結果を報告します。

総務文教常任委員会 岡田竜一 委員長

市民福祉常任委員会 笹川信子 委員長

経済建設常任委員会 坂井良永 委員長

審査 月
額
５
万
円
、
年
額
60
万
円
の
育
児

支
援
金
を
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
保
育
所
、
幼
稚
園
の
義
務
教

育
化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
人
口
減
少
の
解
消
方
策
と
し
て
、
一

つ
の
施
策
で
劇
的
に
改
善
す
る
の
は

難
し
く
、
子
育
て
支
援
の
環
境
を
着

実
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
所
、
幼
稚
園
の
義
務
教

育
化
に
つ
い
て
は
、
と
に
か
く
三
条

市
で
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
践
し
て

い
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ち
な
か
交
流
広
場
ス
テ
ー
ジ
え
ん

が
わ
に
つ
い
て

問
総
事
業
費
、
財
源
、
償
還
、
今
後
の

運
営
予
定
は
ど
う
か
。

答
工
事
費
は
１
億
３
７
０
０
万
円
余
り
。

ひ
ま
わ
り
債
６
１
７
０
万
円
を
償
還
、

今
後
は
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
推
進
、

食
を
通
じ
て
の
交
流
促
進
。
当
分
光

熱
水
費
は
市
で
負
担
。
飲
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
安
定
の
た
め
委
託
事
業
者
と

連
携
す
る
。

問
床
の
構
造
か
、
風
が
下
か
ら
吹
き
上

げ
る
。
飲
食
時
に
問
題
が
な
い
の
か
。

答
食
堂
事
業
者
に
衛
生
管
理
の
指
導
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

市
長
の
成
人
式
式
辞
に
つ
い
て

問
市
長
は
悪
い
こ
と
で
も
よ
い
、
法
に

触
れ
な
け
れ
ば
と
言
わ
れ
た
。
市
長

発
言
と
し
て
は
大
問
題
。
反
省
は
な

い
か
、
真
意
を
聞
き
た
い
。

答
全
体
の
私
の
文
脈
で
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。
新
成
人
を
信
じ
て
、
ひ
ね

く
れ
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
人
は
い

な
い
。
正
面
切
っ
て
素
直
に
考
え
て
く

だ
さ
い
。

栄
体
育
館
駐
車
場
の
拡
充
を

問
体
育
館
の
駐
車
場
が
狭
す
ぎ
る
。

答
公
民
館
等
の
駐
車
場
と
区
分
け
し
確

保
し
て
い
る
。

米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て

問
平
成
30
年
か
ら
米
の
生
産
調
整
は
廃

止
さ
れ
る
が
。

答
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。
円
滑
な

需
給
調
整
の
推
進
は
必
要
。

地
区
協
議
会
の
在
り
方

問
三
条
市
総
合
計
画
に
関
す
る
諮
問
だ

け
で
な
く
、
地
区
住
民
の
意
見
が
反

映
で
き
る
組
織
に
改
善
を
図
る
べ
き
。

答
今
の
枠
組
み
の
中
で
住
民
要
望
を
把

握
し
、
応
え
て
い
き
た
い
。

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

問
栄
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
増

や
し
、
責
任
と
権
限
を
与
え
た
職
務

に
し
て
い
く
べ
き
。

答
現
体
制
に
お
い
て
機
能
は
十
分
果
た

し
て
い
る
。

空
き
家
対
策

問
放
置
す
る
こ
と
で
不
適
切
な
状
態
に

あ
る
特
定
空
き
家
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
対
処
さ
れ
る
の
か
。

答
指
導
、
助
言
、
勧
告
を
。
代
執
行
は

考
え
て
い
な
い
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

問
４
月
か
ら
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を

三
条
市
の
総
合
事
業
に
移
行
し
た
が
、

問
題
は
な
い
の
か
。

答
支
障
な
く
運
営
さ
れ
て
い
る
。

図
書
館
の
広
域
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

問
見
附
市
図
書
館
と
も
相
互
に
利
用
で

き
る
よ
う
改
善
で
き
な
い
の
か
。

答
見
附
市
と
話
を
す
る
機
会
を
持
ち
た

い
。

栄体育館

子育て拠点施設「あそぼって」

通級指導教室の設置
教育センターから裏館小学校へ

介護サービス事業所に
２台の介護ロボットを導入

露天風呂改修と自主事業で
いい湯らていへさらなる誘客を

　議第７号嵐南保育所移転改築建築本体工事請負契約の
締結では、２階にゼロ、１歳児の部屋を設置することについ
て、検討はしたが、既存建物を活用することからこのような
配置にならざるを得なかったが、畳のスペースをとって３、
４、５歳児たちが遊ぶ遊戯室と区別でき安全に遊ぶことが
できるとのことでした。
　議第11号平成28年度三条市一般会計補正予算では、国
庫支出金の学校施設環境改善交付金が不採択になったこ
とについて、子どもたちの命に直接関わる耐震化事業等を
優先的に採択する国の方針が示され、改築事業や空調設

備関係といった教育環境改善事業への補助の大部分が全
国的に見送られたためであるとのことでした。
　また、通級指導教室の設置が教育センターから裏館小
学校に変更となったことについて、スペースの確保など学
校との調整が整ったこと、また通う子ども一人一人が違っ
たケースであり、担当する教師の配置などさまざまな問題
があり今年度のサテライト教室は見送らせていただいた。
利便性の向上は課題として今後も検討していきたいとのこ
とでした。

　議第11号平成28年度三条市一般会計補正予算では、老
人福祉センター栄寿荘の設置から22年が経過する空調設
備の修繕について、設備の入れ替えには1，000万円を超え
る費用が必要となるため、今回は約130万円をかけて修繕
することとしたが、今後は財政面も踏まえた計画的な対応
が必要と考えているとのことでした。
　議第13号平成28年度三条市一般会計補正予算の総務
費では、まちなか交流広場ステージえんがわについて、当
面は市が継続的にイベントを実施し、まちなかのにぎわい
を創出していく計画であるとのことでした。

　また、民生費では、介護ロボット導入に対する補助につ
いて、三条市からは４法人、６事業所の11台分で応募した
が、全国から多数の応募があったため、補助の上限が大幅
に減額され、各法人の負担が必要となったことから、最終
的な応募は２法人の２台分になったとのことでした。なお、
導入される介護ロボットは１台約180万円で、介護従事者
が装着することにより腰への負担を軽減させることができ
るものとのことでした。

　議第11号平成28年度三条市一般会計補正予算の商工費
では、三条鍛冶道場に設置する展示ケースは、将来の展示販
売を視野に大きめのものを購入する予定であり、三条鍛冶
道場と検討を重ねているとのことでした。
　議第13号平成28年度三条市一般会計補正予算の商工費
における伝統的地場産業振興事業費では、燕三条 工場の祭
典に向け、燕・三条両市が10台ずつ自転車を購入して案内所
に設置し、その後三条市としては観光利用等に役立てたいと
のことでした。
　観光施設等整備事業費では、いい湯らていの露天風呂改

修に当たり、少しずつ改修するほうがよりインパクトがあるの
ではないかという考え方から、露天風呂の利用が落ち込む時
期を活用し、年次的に改修を進めていくとのことでした。
　また、いい湯らていは自主事業として地域の観光地を巡る
周遊バスの運行や、地域の食材等を極力取り入れたサービ
スの提供、日替わりイベントの実施、栄地区への送迎バス運
行、宴会部門による営業活動などにより、さらなる誘客を
図っているとのことでした。
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議会だよりへのご意見・ご要望は、こちらまで。
電話：0256-34-5583    FAX：0256-33-8861

メール：gikaij@city.sanjo.niigata.jp
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１３日　議会運営委員会
１４日　議会報編集委員会
　　　　新潟県議会視察来条　15名
２１日　議会報編集委員会
２２日　東京都北区議会視察来条　２名
２６日　議会報編集委員会
　　　　市民福祉常任委員協議会
２７日　北信越市議会議長会定期総会（長野県松本市）

１０日　東京都昭島市議会視察来条　10名
　　　　各派代表者会議
　　　　北信越市議会議長会表彰状伝達式
１１日　滋賀県守山市議会視察来条　９名
１２日　北海道西いぶり広域連合議会視察来条　18名
　　　　日本自治創造学会研究大会[新しい風]　～ 13日

（東京都）
１３日　愛知県知多市議会視察来条　８名
　　　　地方議員研究会セミナー [自由クラブ]（東京都）
１６日　総務文教常任委員協議会
１８日　オリンピック聖火台への｢火焔土器｣の採用に関す

る意見交換会（長岡市）
　　　　佐賀県唐津市議会視察来条　～ 19日　３名
２０日　栃木県小山市議会視察来条　７名
２３日　各派代表者会議
　　　　５市町議長意見交換会（長岡市）
２４日　兵庫県赤穂市議会視察来条　８名
２５日　茨城県守谷市議会・市合同視察来条　25名
３０日　各派代表者会議
　　　　新潟県特別豪雪地帯市町村議会協議会定期総会（田

上町）
３１日　全国市議会議長会定期総会（東京都）

　６日　各派代表者会議
　　　　議案概要説明会
　　　　河川改修・国道整備促進特別委員会
　　　　議会運営委員会
１０日　議会運営委員会
　　　　各派代表者会議
１３日　本会議[全国市議会議長会表彰状伝達式、議会運営

委員会委員・各常任委員会委員選任]
　　　　議会運営委員会
　　　　総務文教常任委員会
　　　　市民福祉常任委員会
　　　　経済建設常任委員会
　　　　議会報編集委員会
１４日　本会議[提案説明]
１６日　本会議[大綱質疑～委員会付託、一般質問]
１７日　本会議[一般質問]
２０日　本会議[一般質問]
　　　　議会運営委員会
２１日　本会議[一般質問]
２２日　市民福祉常任委員会
２３日　経済建設常任委員会
２４日　総務文教常任委員会
　　　　総務文教常任委員協議会
２７日　各派代表者会議
　　　　議会運営委員会
２８日　本会議[委員長報告～採決]

　これから夏本番、連日暑い日が続いています。お体には十分注意し、ご自愛ください。
　今回から新しい議会報編集委員会メンバーで編集作業を行っています。市議会の様
子が少しでも市民の皆さまにお届けできるよう取り組んでまいります。
　分かりやすい議会報を目指し、さらに精進してまいります。市民の皆さまからのご意
見、ご感想をお聞かせくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

９月定例会日程９月定例会日程

　５日(月)　本会議[特別委員会設置、提案説明]
　７日(水)　本会議[大綱質疑～委員会付託、一般質問]
　８日(木)　本会議[一般質問]
　９日(金)　本会議[一般質問]
１２日(月)　本会議[一般質問]
１３日(火)　市民福祉常任委員会
１４日(水)　経済建設常任委員会
１５日(木)　総務文教常任委員会
１６日(金)　決算審査特別委員会
２０日(火)　決算審査特別委員会
２１日(水)　決算審査特別委員会
２６日(月)　決算審査特別委員会
２８日(水)　本会議[委員長報告～採決]

議 会 日 誌

議 員 表 彰議 員 表 彰
　６月定例会の初日、永年にわたり市政発展に尽力され
た功績を称え、全国市議会議長会からの議員在職25年以
上の特別表彰が西川重則議員および久住久俊議員に、議
員在職10年以上の一般表彰が杉井  旬議員および森山  昭
議員にそれぞれ伝達されました。

杉井　旬議員  森山　昭議員  久住久俊議員  西川重則議員
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